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１ 研究の概要 

「水環境中の物質同定で必要とされる、マイクロプラスチック の分析ができる中赤外光」

と、「生体汚染物質の分析ができる紫外光」の分析を同時に行うリアルタイムその場イメー

ジング分光分析技術を開発する。申請者の技術である広い波長域でのレンズ・分光技術をも

とに、分析対象に合わせたレンズとそのレンズを組み込んだイメージング分光器を作製し、

実用性の評価を行う。水環境汚染分析の実証として、模擬対象としてマイクロプラスチック

と生体汚染源の有機物質汚染水の分析を行う 。 

 

２ 研究の目的と背景 

環境分野において、環境汚染物質の種類が分析できる赤外光から紫外光まで広い波長域で

の分析が重要となっている。赤外光での分析は、温室効果をもたらす大気中のメタンガスや、

水環境を汚染するマイクロプラスチックの成分分析が可能である。紫外光は高いエネルギー

を持っているため、物質を励起状態にして発光させることが可能であり、物質の同定や生体

細胞分析への応用が進んでいる。しかし、環境汚染の広がりや変化を捉えるリアルタイムに

二次元的にその場 分析する、赤外光から紫外光まで対応したイメージング分光分析技術は

実現できていない。 

そこで広い波長域でのリアルタイムその場イメージング分光分析技術開発を目指す。 

 

３ 研究内容 

（１）広い波長域でのリアルタイムその場イメージング分光分析技術開発 

(https://www.ile.osaka-u.ac.jp/research/lam/research.html) 

紫外レンズ、カメラ、白色光源を組み合わせ、一定範囲の分光分析ができる装置系の製作

に成功した。性能としては紫外から可視、赤外まで広い波長域で空間分布計測 が可能であ

る。また、可搬なように１ｍ定盤内に収まるコンパクトな設計となっている。 



開発したイメージング分光システム 

 

（２）水環境汚染分析技術の実証 

(https://www.ile.osaka-u.ac.jp/research/lam/research.html) 

プラスチックサンプルの紫外から赤外での特性評価を行い、効果的な分類手法を検討した。

検討をもとに、①で開発したシステムによるプラスチック分類計測を試験した。 

その結果、可視光では弁別できない2種類のプラスチックを紫外蛍光イメージングにより、

空間的な分布と分類が可能となった。水に導入された状態での計測であったが、水による測

定の影響は見られなかった。また、この波長域は尿素などの有機汚染物質に影響されない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラスチック分類計測の結果 



４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

赤外光から紫外光までの広い波長域でのリアルタイムその場イメージング分光分析技術

が実現すると、有機物（紫外対象）とマイクロプラスチック（赤外対象）が含まれるなど、

複数の物質が混合した水や大気の汚染であっても、それぞれの成分の分布をリアルタイムで

のその場可視化が実現する。特に小型でその場できる汎用性のある技術開発を行うことで、

分析 する場所や時間に縛られない同一の環境汚染分析が実現する。途上国と日本の汚染状

況の比較を行うことで、汚染物質の違いなどから、地域に応じた環境汚染の効果的な対策手

法策定に貢献する。 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 補助事業者は、主要研究テーマである紫外から赤外までの広い波長域でのイメージング技

術の社会応用を目指している。本研究成果は、狭い地下空間での資源探索の分析や、移動や

破壊的な分析が不可能な文化財や建造物の分析なども視野に入る。事前の大型設備投資が不

要であるため、研究室レベルの学術研究や中小企業のイノベーション実現に貢献する。また、

産業用途としても、２次元情報が必要である半導体ウェハの検査にも、非接触・非破壊であ

りリアルタイムその場分析が可能な本技術は相性が良い。今後は、これらの応用も視野に入

れて研究を発展させていく。 

 

６ 本研究にかかわる知財・発表論文等 

 現在準備中 

 

７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

    

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 大阪大学 レーザー科学研究所（レーザーカガクケンキュウジョ） 

住   所： 〒565-0871 

大阪府吹田市山田丘2-6 

担 当 者： 准教授  清水俊彦（シミズトシヒコ） 

担 当 部 署： 猿倉・清水研究室（サルクラシミズケンキュウシツ） 

E - m a i l： shimizu.toshihiko.ile@osaka-u.ac.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.ile.osaka-u.ac.jp/research/lam/index.html 


